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瓦1400年の歴史、現代につづく技の妙技ものづくりの楽しさが実感できる
感動の職種 「粘土瓦」は、1400年の歴史のある屋根材で、"耐久性" "耐熱性" 

"強度"に優れ、環境にとってもやさしい屋根材です。住宅を風雨
などから守る大切な屋根。その屋根の瓦を葺く技術「かわらぶ
き」は、普段はあまり見られる機会がありません。身近で見られる
匠の技を、お見逃しなくご覧ください。

本年度は、方形架台の4面全てを使用する納まりで、軒瓦は3面
を万十軒瓦、1面は一文字軒瓦での納まりとしています。また、4
本の隅棟（すみむね-軒先に向かって下に傾斜する棟）の頂部に
陸棟（ろくむね-水平の棟）を配しており、隅棟と陸棟の接点部分
の熨斗瓦（のしがわら）、素丸瓦（すまるがわら）、鬼瓦をいかに
工夫して華麗に納めるかを問う課題となります。

方形架台の一文字軒瓦の合端（瓦と瓦が接する面を
“たがね”を使用し、隙間なく合わせる作業）の美しさが
見どころになります。また、4本の隅棟と陸棟が接する
熨斗瓦（のしがわら）、素丸瓦（すまるがわら）、鬼瓦の納
まりなども、各選手の創意と工夫があらわれる見どこ
ろポイントとなるでしょう。

たがね

鬼瓦

技能検定職種名（作業名）　建築大工（大工工事作業） 技能検定職種名（作業名）　かわらぶき（かわらぶき作業）

建築大工とは現代では主に、木造建築物の墨付け・加工・建方・造作
取付などに従事する大工職人 のことを言います。「大工」は、古来より
政府の建築技術官の最高の地位を占めるものを指し、必ずしも木工
大工職人には限られていませんでした。また、優れた大工職人を一般
的に棟梁と呼ぶことがありますが、棟梁はもともと建築工事組織にお
ける最高技術者であり、監督のことを指しました。 

競技は、課題図に示された複雑な形状の「柱建て六角堂小屋組」
を製作し、その技術・技能の出来栄えを競います。 

競技概要 競技時間 12時間（1日目7時間/2日目5時間）

競技概要 競技時間 10時間40分（1日目6時間30分／2日目4時間10分）

第31回 競技課題

第31回 競技課題

Point

07

建築大工

08

かわらぶき

現寸図は、全ての基本となる部分です。これを速く正確に書
くことが重要です。
また、木削りが素早くできること、墨付けが正確にできるこ
と、加工能力なども競技の大切なポイントです。

Point

磯貝  明徳 さん
（株）磯貝屋根工事

一度、瓦に興味を持ってもらって、瓦屋さん、かわらぶき職種
をちょっと調べてもらってやってもらえたらなと思います！

前回大会 金メダリストからメッセージ！
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